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HIROKO MATSUBARA photo/book exhibition

with SOFIA FANEGO

会期：2022 年 4 月 22 日（金）- 24 日（日）

会場： GARAGE  東京都目黒区大橋 1-6-4 坂本ビル ガレージ

ⅱmono - mono
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写真家 松原博子とアーティストの Sofia Fanego
二人が紡いだ「人間のかたち」
ひとつの身体が発するかたちが呼び起こす、様々な風景への憧れ

写真家 松原博子とアーティスト ソフィア・ファネゴのコラボレーションによるアートブック『mono』。

ひとつの身体が発する造形と動きを見つめ、松原は想像を広げています。

[mono：ギリシャの古語を語源として、一人、一つ、単数を表す言葉。ひとつ、唯一 ]

ある一つの身体が発するイメージの増殖。表現者ソフィア・ファネゴが見せる骨格の羅列や陰影、

肌に踊るほくろや皺は、松原博子の眼差しによって、新しい風景と物語を獲得していく。

自由に開かれていくソフィアの身体。美しい馬のように、草原のように、柔らかに隆起する丘のように。

あるいはただ、動かない石や彫像、古代彫刻のように。二つとないユニークな造形が、同時に、

心の片隅にある記憶の風景とも重なる。

本展では、ある一つの身体に見出したいくつもの風景を展示、販売いたします。
本件に関するご質問、取材に関するお問い合わせは下記までご連絡下さい。
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figure figured unfigured

フォトグラファー松原博子が見つめた、ただ一つの身体〈mono〉

その中に現れる大地、岩

肌理の先に吹く風

かたち〈figure〉を追いかけ、解き放つ

『mono - mono   』
Hiroko Matsubara

with
Sofia Fanego

ⅱ



EXHIBITION OUTLINE

 PHOTO BOOK 

 PROFILE

｜タイトル｜	 HIROKO MATSUBARA photo/book exhibition　with SOFIA FANEGO

		  『mono - mono ⅱ』

｜会期｜	 2022 年 4 月 22 日（金）〜 24 日（日）

｜会場｜	 GARAGE  東京都目黒区大橋 1-6-4 坂本ビル ガレージ		

｜時間｜	 11 時〜 18 時

｜入場｜	 無料

｜編集｜	 森祐子

｜協力｜	 ENZO、 田沼広子、中原崇志、 川村美帆

｜タイトル｜	 『mono』　

｜著者｜	 松原博子・Sofia Fanego

｜文｜		  Brit Parks

｜翻訳｜	 ミヤギフトシ

｜デザイン｜	 田沼広子

｜版型｜ 	 B4 変形	

｜仕様｜	 和綴じ全 64P

｜価格｜	 ¥8000（税別）	

｜刊行｜	 2021 年 10 月

｜タイトル｜	 『mono ⅱ』　

｜著者｜	 松原博子・Sofia Fanego

｜制作協力｜	 大脇千加子 

｜デザイン｜	 TAKAIYAMA inc.

｜版型｜ 	 A5 変形	

｜仕様｜	 リソグラフ印刷、無線綴じ 全 208P　

｜価格｜	 未定

｜刊行｜	 2022 年 4 月
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Hiroko Matsubara （松原博子）

写真家

京都生まれ。戎 康友氏に師事し 2009 年に独立。雑誌、広告で活動中。

www.hirokomatsubara.com

Sofia Lala Fanego（ソフィア・ララ・ファネゴ）

アーティスト

アルゼンチン・ブエノスアイレス サンペドロ生まれ、フランス在住。映画を学び、ファッション業界で

働きながら、世界中を旅する。ノルマンディの自然豊かな土地にあるラボ／アトリエで、アートコラー

ジュ、アナログポートレートシリーズ、彫刻などのさまざまな技法を探求すると同時に、植物学と造園

の研究を進めている。 www.sofiafanego.com

本件に関するご質問、取材に関するお問い合わせは下記までご連絡下さい。
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PRESS CONTACT

＊なお、会場では作品及び作品集の販売の他、松原博子とスタイリストの飯島朋子が、本作品とは別に平和をテーマに制

作したチャリティーバックを販売いたします。チャリティーバッグの売上は全てウクライナ支援募金に寄付いたします。


